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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パルスオキシメータセンサであって、
　該パルスオキシメータセンサは、
　可撓性の透明基板（１２）と、
　該透明基板の第一の側面に取り付けられた光を通さないメタライゼーション層（１６）
であって、該透明基板の一部分のみを覆っているメタライゼーション層と、
　該メタライゼーション層の第一の側面に取り付けられて、該メタライゼーション層から
光を発する光エミッタ（３６）と、
　該メタライゼーション層の該第一の側面に取り付けられた光検出器（３２）と、
　該光エミッタおよび該検出器上に取り付けられた不透明層（１８）であって、該光エミ
ッタおよび該検出器上にホールを有する不透明層と、
　該不透明層、ならびに該メタライゼーション層および該不透明層によって覆われていな
い該透明基板の一部分に配置された接着層（２４）と
　を含み、
　該メタライゼーション層は、少なくとも該エミッタから該検出器まで延びるストリップ
を含み、該ストリップは、該検出器の近傍に拡張した部分を有し、該ストリップの該拡張
した部分は、曲線状の外周を有する、センサ。
【請求項２】
　前記曲線状の外周は、前記検出器の近傍で少なくとも１．９センチメートル延び、延長
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部分の最長点において前記ストリップから少なくとも０．３１センチメートル外方に延び
る、請求項１に記載のセンサ。
【請求項３】
　前記不透明層は、前記メタライゼーション層の前記拡張した部分に合致する拡張した部
分を有するストリップを含む、請求項１に記載のセンサ。
【請求項４】
　前記センサ内に延びるケーブルをさらに備え、前記検出器は、前記エミッタより前記ケ
ーブルの近くに取り付けられ、
　該エミッタに接続する該ケーブルからのワイヤー（３４）をさらに含み、該ワイヤーは
、該エミッタと該検出器との間の領域内の該エミッタと該検出器とをつなぐ直線と交差す
る、請求項１に記載のセンサ。
【請求項５】
　前記検出器を少なくとも部分的に取り囲むファラデーシールド（４２）をさらに含み、
該ファラデーシールドは前記メタライゼーション層に接続されている、請求項１に記載の
センサ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（発明の背景）
本発明は、パルスオキシメータセンサに関し、具体的には、周辺光を遮蔽して、可撓性を
有する使い捨てのセンサの層間剥離を防ぐ技術に関する。
【０００２】
一般に用いられるパルスオキシメータセンサの種類は、可撓性を有する使い捨てのセンサ
である。このセンサは、通常、複数の層を有し、ユーザに見える外側は白色の層を有する
。白色の層により、清潔感および滅菌のイメージが得られ、さらに、光検出器の感度範囲
を越えた特定の光の波長を通さない。白色の透明層に関するセンサの一例は、特許第４，
８６５，０３８号に記載される。
【０００３】
複数のこれらのセンサはメタライゼーション層を含み、このメタライゼーション層は導電
シールドまたは周辺光シールドのいずれかであり得る。例えば、特許第４，９２８，６９
１号、第５，２４６，００３号、第５，０９４，２４０号、第５，０５４，４８８号およ
び第４，９６４，４０８号を参照されたい。特許第４，９２８，６９１号は、赤色の層を
用いて周辺光を避けることを示す。
【０００４】
周辺光は、特に、手術の際の明るい光の下または屋外、昼光の状態において、パルスオキ
シメーターの動作を妨害し得る。メタライゼーション層の使用がこのような周辺光を遮蔽
することに効果的ではあるが、センサがいかに取り付けられたかを観察するために透明度
を有することも同じように所望される。さらに、センサ内にさらなる層を導入すると、層
間剥離によってセンサが故障しやすくなる。
【０００５】
したがって、周辺光を遮蔽し、層間剥離に抵抗し、所定の透明度を有するセンサを有する
ことが望ましい。
【０００６】
（発明の要旨）
本発明は、周辺光を遮蔽する、光を通さないメタライゼーション層を有するパルスオキシ
メータセンサを提供する。上記メタライゼーション層は光検出器のエリアを取り囲む。一
実施形態において、上記センサは透明部分を有し、上記光を通さないメタライゼーション
層は、上記光検出器および他のエリア（例えば、上記光検出器と上記エミッタとの間を延
びるストリップ）の周囲部分のみを覆っている。好適な実施形態において、上記光を通さ
ないメタライゼーション層は上記光検出器の周辺のエリアに拡張した部分を有するストリ
ップである。
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【０００７】
上記メタライゼーション層の拡張した部分は、隣接層に適合した拡張した部分と共に、層
間剥離応力に抵抗する。
【０００８】
本発明の別の局面において、上記エミッタに接続する上記ワイヤーは、好適には上記検出
器の一端部から、上記エミッタと上記検出器との間の中心線を越えて、上記エミッタの対
向する側まで続く角経路（ａｎｇｕｌａｒ　ｐａｔｈ）を取る。この角経路は、直線経路
とは対照的に、上記ワイヤーによって生じる応力を分散して、さらに、上記センサの層の
層間剥離または分離をさらに抑止する。
【０００９】
好適な実施形態において、メタライゼーション層および隣接層の拡張したエリアは、上記
光検出器の周辺に半円形のプロファイルを有する。
【００１０】
本発明の特性および利点の理解をさらに深めるために、添付の図面と共に、以下の説明を
参照するべきである。
【００１１】
（特定の実施形態の説明）
図１は、本発明によるセンサ１０を示す。センサは、センサの上面に取り付けられた白色
の層１４より拡張した透明層１２を含む。白色の層１４の上面には、対応するように形成
されたメタライゼーション層１６が取り付けられる。メタライゼーション層１６上には、
光が、エミッタおよび検出器から／エミッタおよび検出器に通過することを可能にするホ
ール２０および２２を有する別の白色の層１８が取り付けられる。エミッタおよび検出器
はメタライゼーション層１６上に取り付けられる。接着剤が取り付けの際に層間に用いら
れ得る。
【００１２】
理解され得るように、メタライゼーション層１６は、曲線状の外周２６によって規定され
る拡張した領域を含む。同様に、拡張した領域２８および３０がそれぞれ、白色のストリ
ップ１８および１４上にも見られる。この拡張したエリアは光検出器３２の回りを取り囲
む。このような拡張したエリアにより、周辺光が光検出器に到達して、読み取りを妨害す
ることが防がれる。同時に、ストリップの一部分のみを広くすることによって、センサが
取り付けられた場合に透明層１２の他のエリアから患者を見ることが可能になる。これに
より、例えば、透明層１２を介して見ることによって、いかにセンサが患者にしっかりと
固定されているかを検査することが可能になる。
【００１３】
拡張したエリア２６および対応して拡張したエリア２８および３０も、層間剥離に抵抗す
る。直線のストリップとは対照的に、これらのエリアは、センサがユーザの指または他の
付属器（ａｐｐｅｎｄａｇｅ）の回りを覆うように曲げられ、応力が線上に集中されるの
ではなく分散させられる。したがって、この設計は、層間剥離に抵抗し、直線のストリッ
プより故障が少ないことが見受けられる。
【００１４】
層間剥離を生じ得る別の応力は、エミッタまたは発光ダイオード（ＬＥＤ）３６に接続す
るワイヤー３４によって誘発される応力である。本発明は、ケーブル３８と光エミッタま
たはＬＥＤ３６との間にワイヤー３４の角経路を提供することによって応力を減少させる
。従来のデバイスにおいて、ワイヤーは直線に配置され、これは層間剥離を助長すること
がわかっていた。ワイヤーが光検出器３２のそばで開始して、光検出器とエミッタとの間
の中心線を越えて、次いで、エミッタ３６の上を回って続く角経路は応力を減少させる。
【００１５】
さらに、ワイヤーは、以前のデバイスのように、光エミッタ３６の回りを囲み、背面から
光エミッタ３６に取り付けられる。さらに、以前のデバイスのように、ケーブル３８内の
同軸ケーブル４０に取り付けられた光検出器３２は、ケーブル３８の近傍に取り付けられ



(4) JP 4605967 B2 2011.1.5

10

20

30

るため、同軸ケーブルはセンサ内でほとんど延びない。
【００１６】
好適には、メタライゼーション層１６は、１ｍｍより薄い厚さを有するアルミニウム処理
されたマイラーの層である。曲線状のエリア２６は、好適には、少なくとも３／４インチ
延び、より好適には、ストリップ１６の長さに沿って１インチよりわずかに長く延びる。
ストリップ１６の直線の端部から、少なくとも１／８インチだけ外方に延びることが好適
であり、より好適には、約１／４インチ延びる。
【００１７】
図１は、光検出器３２の回りを覆うファラデーシールド４２も示す。このファラデーシー
ルドを図１に部分的に示す。ファラデーシールドは、好適には、光検出器３２のすぐ上の
メッシュ部分を除いては固体金属である銅片である。一実施形態において、ファラデーシ
ールド４２の一部分は金属層１６に直接取り付けられる。
【００１８】
当業者によって理解され得るように、本発明は、本発明の必須の特性から逸脱せずに他の
特定の形態で実現され得る。例えば、拡張したエリアは半円形だけでなく、いかなる形状
であってもよい。このエリアは、楕円形、四角形、台形などであってもよい。さらに、メ
タライゼーション層は、センサの全長にわたって延びる必要はなく、光検出器の周辺のエ
リア、または光検出器および光エミッタの周辺だけを延びてもよい。さらに、ワイヤー３
４は、エミッタと検出器との間に任意の他の角経路を取り得る。さらに、ストリップ自体
が、特に一部分に目視可能な他のパターンを有する透明のストリップ１２を有する他の形
状であってもよい。部分（層）は半透明層コンポーネントおよび透明層コンポーネントを
有し得る。層１６はメタライゼーションされた半透明層であってもよい。層１２は透明で
あってもよい。層１８は反射性の白色の層であってもよい。層２４は好適な実施形態にお
いては用いられない。層間剥離が問題である場合に、層２４は追加され得る。一実施形態
において、層１２、１４、１６および１８それぞれの間に接着層がある。
【００１９】
したがって、上述の説明は例示であり、本発明を制限しないことを意図し、上掲の特許請
求の範囲に記載される本発明の範囲内にあることを意図する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　　図１は、本発明によるセンサの分解組立図であり、異なる層を示す。
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